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歯科材料（02）歯冠材料 

管理医療機器 歯科切削加工用セラミックス 70805000 

ZENO ジルコニア ディスク 
 
    

    

    

    

    

    

 

*【形状・構造及び原理等】【形状・構造及び原理等】【形状・構造及び原理等】【形状・構造及び原理等】    

1）製品形状：ディスク状 

2）寸法 

ディスクの種類 

直径 

(mm) 
厚さ(mm) 

着色タイプ 

98 

10 － － － 18 20 25 

未着色タイプ 10 － 14 － 18 20 25 

透明タイプ 

ﾋﾟｭｱ 10 12 14 16 18 20 25 
ﾗｲﾄ 10 12 14 16 18 20 25 
ﾐﾃﾞｨｱﾑ 10 12 14 16 18 20 25 
ｲﾝﾃﾝｽ 10 12 14 16 18 20 25 
ｻﾝ 10 12 14 16 18 20 25 
ｻﾝ・ｸﾛﾏ － 12 14 16 18 20 25 

 

3）主成分：酸化ジルコニウム 

4）原理 

 CAD/CAM 装置により繊細なフレームワークの形状を作製する。 

 

【使用目的【使用目的【使用目的【使用目的又は効果】又は効果】又は効果】又は効果】    

歯科技工室設置型コンピュータ支援設計・製造ユニットとともに、

歯科セラミックス製補綴物の作製に用いること。 

    

* **【【【【使用方法等使用方法等使用方法等使用方法等】】】】    

1）支台歯模型を作製し、各種歯科用 CAD/CAM システムのスキャ

ナーを用いてスキャニングする。 

2）スキャンデータを基に、専用ソフトが内蔵された CAD 用ソフト

ウェアを用いて、挿入方向、修復物のデザイン等の設計を行う。 

3）設計した修復物のデザインデータを CAM 装置に伝送する。 

4）本品を CAM 装置にセットし、3）のデザインデータを元に切削

加工を行う。 

5）作製した修復物を、ダイヤモンドバー等を用いて本品から切り

離す。切り離した部分を整え、エアーやブラシ等で研磨屑を取り

除く。 

6）切削加工した修復物を硬化焼結させる。 

焼結温度 係留時間 

1450℃ 2 時間 

ご使用になるファーネスに応じて、プログラム及びスケジュール 

を調整してください。 

7）硬化焼結後の修復物を、ダイヤモンドバー等を用いて注水下で

研削、研磨し調整する。 

8）必要に応じて陶材の築盛、焼成を行う。 

 

〔本品と併用する医療機器〕 

・歯科技工室設置型コンピュータ支援設計・製造ユニット 

 

（使用方法に関連する使用上の注意） 

1）支台歯及びフレームの設計は下記の推奨事項に従うこと。 

設計部位 
連結部の接合 

面積（mm2
） 

フレームの厚み 

（mm） 

前歯部 

単冠 － 0.4 

単冠連結 7 0.6 

3 本ブリッジ 7 0.6 

4 本ブリッジ 

(内ポンティック 2 本) 
9 0.6 

延長ブリッジ 

(ポンティック 1 本) 
12 0.7 

 

設計部位 
連結部の接合 

面積（mm2
） 

フレームの厚み 

（mm） 

臼歯部 

単冠 － 0.6 

単冠連結 9 0.6 

3 本ブリッジ 9 0.6 

4 本ブリッジ 

(内ポンティック 2 本) 
12 0.7 

延長ブリッジ 

(ポンティック 1 本） 
12 0.7 

 

2）作製するブリッジ内のポンティック数は 2 歯までとすること。 

3）延長ブリッジを作製する際のポンティック数は 1 歯までとする

こと。 

4）支台歯は、シャンファー又はラウンデッドショルダーで形成 

すること。 

5）支台歯は丸みを帯びた形態にし、鋭角なエッジのある形成は 

避けること。 

6）咬合面の歯質削除量は 1.5～2.0mm とすること。 

7）目視で確認できるようなクラックや損傷、変色があるものは使

用しないこと。 

8）本品を濡らしたり、汚したりしないこと。また衝撃を与えない

こと。 

    

* **【使用上の注意】【使用上の注意】【使用上の注意】【使用上の注意】    

〈重要な基本的注意〉 

1）研磨の際は、粉塵による人体への影響を避けるために吸塵装置

及び防塵マスク等を使用し、粉塵を吸入しないこと。目の損傷を

防止するために防護メガネ等を使用すること。 

2）技工作業を行う際は換気設備の整った場所で作業を行うこと。 

3）補綴物を患者の口腔内に試適・装着する前に、補綴物の消毒を

必ず行うこと。  

4）口腔内で削合や研磨は行わないこと。 

    

**【保管方法及び有効期間等】【保管方法及び有効期間等】【保管方法及び有効期間等】【保管方法及び有効期間等】 

〈保管方法〉 

・高温、多湿を避け、塵やほこりのない清潔な場所に保管するこ

と。 

 

*【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】    

製 造 販 売 業 者：大信貿易株式会社 浜寺営業所 

連 絡 先：0120-382-118 

製 造 業 者：ヴィーランドデンタルセラミックス社（ドイツ） 

       WIELAND Dental Ceramics GmbH 

 

 

【禁忌・禁止】【禁忌・禁止】【禁忌・禁止】【禁忌・禁止】 

・本品の成分及び類似成分に対して過敏症の既往歴のある患者

には使用しないこと。 

・本品はブラキシズム等の咬合習癖を有する患者には使用しな

いこと。［補綴物が破損する恐れがある］ 


